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は
じ
め
に

　
二
〇
一
七
年
に
出
版
さ
れ
た
『
韓
石
泉
回
想

録
│
│
医
師
の
み
た
台
湾
近
現
代
史
』
は
、
新

し
く
発
掘
さ
れ
た
回
想
録
で
は
な
い
。
一
九
五

六
年
、
回
想
録
の
執
筆
者
で
あ
る
韓
石
泉
が
自

身
の
六
〇
歳
の
誕
生
日
を
記
念
し
て
自
費
出
版

し
、
家
族
や
友
人
に
頒
布
し
た
。
こ
こ
か
ら
本

書
の
歴
史
は
始
ま
る
。
第
二
版
は
、
子
息
が
韓

石
泉
の
三
回
忌
を
記
念
し
、
一
部
補
訂
し
た
う

え
で
自
費
出
版
し
た
も
の
で
、
発
行
部
数
も
そ

れ
ほ
ど
多
く
は
な
か
っ
た
。
子
息
の
韓
良
俊
が

再
度
回
想
録
を
整
理
し
、
自
ら
詳
細
な
注
釈
を

書
き
加
え
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
医
学
雑
誌
『
健

康
世
界
』
で
連
載
を
は
じ
め
、
二
〇
〇
九
年
に

は
出
版
社
か
ら
正
式
に
発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が

第
三
版
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
に
発
行
さ
れ
た

日
本
語
版
は
、
第
四
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

杉
本
公
子
と
洪
郁
如
に
よ
る
編
訳
、
一
部
の
注

釈
を
削
除
し
、
新
た
に
韓
石
泉
の
友
人
に
よ
る

回
想
と
、
写
真
や
家
族
略
系
図
、
台
南
市
地

図
、
年
表
、
索
引
、
解
説
、
さ
ら
に
訳
者
あ
と

が
き
を
加
え
て
い
る
。
以
前
の
版
本
と
比
較
し

て
も
多
く
の
内
容
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
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六
〇
年
以
上
も
の
間
に
、
本
書
が
リ
レ
ー
の
よ

う
に
重
ね
た
歴
史
は
、
台
湾
人
の
声
を
伝
え
よ

う
と
す
る
韓
石
泉
と
家
族
の
強
い
意
志
の
現
れ

で
も
あ
る
。
で
は
、
二
〇
一
八
年
の
現
在
、
半

世
紀
も
前
の
回
想
録
を
読
み
つ
ぐ
意
味
と
は
何

だ
ろ
う
か
。

　
一
人
の
欧
米
式
の
医
療
知
識
・
技
術
を
身
に

つ
け
た
医
師
と
し
て
、
韓
石
泉
の
人
生
を
、
い

わ
ば
植
民
地
エ
リ
ー
ト
養
成
体
系
の
典
型
例
と

し
て
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
こ
れ
は

同
時
に
、
台
湾
の
学
界
で
長
ら
く
議
論
が
重
ね

ら
れ
て
き
た
「
植
民
地
化
」
と
「
近
代
化
」
と

い
う
二
重
の
文
脈
下
を
彼
が
生
き
抜
い
た
こ
と

を
意
味
す
る
。
と
は
い
え
、
個
人
の
レ
ベ
ル
か

ら
見
れ
ば
、
西
洋
文
化
に
接
触
し
た
後
の
台
湾

人
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
は
ま
た
異
な
る
道
を
た

ど
っ
て
お
り
、
記
録
性
豊
か
な
回
想
録
を
通
じ

て
よ
う
や
く
多
面
的
な
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
の
回
想
録
に
は
、
韓
石
泉
自
身

の
学
究
、
医
学
校
進
学
後
の
恋
愛
模
様
、
そ
し

て
結
婚
式
に
関
す
る
様
々
な
改
革
的
な
試
み
に

つ
い
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
録

か
ら
、
も
と
も
と
中
国
的
な
伝
統
教
育
の
中
で

育
っ
た
少
年
が
、
西
洋
式
の
医
学
教
育
を
受

け
、
い
か
に
社
会
的
な
エ
リ
ー
ト
と
し
て
の
自

己
認
識
を
獲
得
し
、
台
湾
社
会
に
対
し
て
新
た

な
基
準
を
提
示
す
る
存
在
と
し
て
自
ら
を
位
置

づ
け
て
い
っ
た
の
か
、
鮮
や
か
に
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
。
韓
石
泉
の
公
私
に
わ
た
る
経
歴

を
見
れ
ば
、
一
種
の
台
湾
的
な
特
徴
と
も
言
え

る
、
こ
こ
百
年
間
の
社
会
に
お
い
て
医
師
が
お

か
れ
た
特
殊
な
位
置
も
見
て
と
れ
る
。
こ
れ

は
、
台
湾
近
代
史
を
見
て
い
く
な
か
で
、
常
に

興
味
深
い
切
り
口
と
な
っ
て
い
る
。

　
韓
石
泉
は
ま
た
同
時
に
、
日
本
植
民
地
統
治

と
中
華
民
国
政
府
の
統
治
を
経
験
し
た
ひ
と
り

の
政
治
的
エ
リ
ー
ト
で
も
あ
る
。
彼
は
こ
の
ふ

た
つ
の
政
権
の
も
と
、
異
な
る
政
治
手
法
に
参

加
す
る
と
と
も
に
種
々
の
対
応
を
経
験
し
た
。

彼
の
経
験
は
、
台
湾
人
が
西
洋
的
な
「
民
主
主

義
」
の
概
念
を
学
ん
だ
後
、
異
な
る
時
代
の
中

で
「
民
主
主
義
」
の
追
求
と
そ
の
苦
難
が
い
か

な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
あ
る
程
度
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
特
に
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
数
年
と
い
う
厳
し
い
制
限
の
な

か
で
も
、
日
本
統
治
期
に
は
政
治
的
な
主
張
が

右
派
と
左
派
に
分
か
れ
て
い
た
人
々
も
、
ひ
と

し
く
選
挙
活
動
に
没
頭
し
て
い
た
こ
と
で
あ

る
。
課
題
山
積
す
る
政
権
転
換
期
に
お
い
て
、

な
ぜ
台
湾
エ
リ
ー
ト
は
政
治
に
た
い
し
て
飽
く

な
き
情
熱
を
抱
き
、
彼
ら
は
ま
た
自
ら
が
よ
り

よ
い
社
会
を
作
り
出
せ
る
こ
と
を
信
じ
、
あ
る

種
天
真
爛
漫
と
し
た
、
ま
た
儚
げ
な
政
治
参
加

の
雰
囲
気
を
ま
と
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
筆

者
は
、
こ
の
儚
げ
な
時
代
の
雰
囲
気
を
理
解
す

る
こ
と
こ
そ
が
、
台
湾
近
代
史
を
読
み
解
く
重

要
な
鍵
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ

し
て
本
回
想
録
は
、
あ
ざ
や
か
に
こ
の
雰
囲
気

を
描
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
以
下
、
本
回
想

録
の
筆
者
、
回
想
者
で
あ
る
韓
石
泉
の
生
涯
と

本
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
簡
単
に
見
て
い
き
た

い
。各

章
紹
介

　
韓
石
泉
は
一
八
九
七
年
、
台
湾
に
生
ま
れ

た
。
一
八
九
七
年
は
日
本
の
台
湾
統
治
の
三
年

目
に
あ
た
る
。
彼
は
植
民
地
的
な
近
代
教
育
を

受
け
る
と
と
も
に
、
父
が
伝
統
的
な
私
塾
の
講

師
で
あ
っ
た
た
め
に
、
伝
統
的
な
漢
文
教
育
も

受
け
た
。
ご
く
短
期
的
な
就
職
の
後
、
彼
は
台

湾
総
督
府
医
学
校
へ
と
進
学
、
卒
業
後
専
業
の

医
師
と
な
り
、
一
九
二
八
年
に
は
自
ら
経
営
す
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る
韓
内
科
を
開
設
し
た
。
彼
は
独
立
し
た
医
師

に
な
る
と
同
時
に
、
政
治
運
動
に
も
関
与
し

た
。
彼
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
台
湾
に
お
け
る

重
要
な
民
族
運
動
組
織
で
あ
っ
た
台
湾
文
化
協

会
に
加
入
、
台
湾
議
会
設
置
請
願
運
動
に
も
参

加
し
た
。
一
九
三
五
年
、
彼
は
熊
本
医
科
大
学

に
留
学
、
一
九
四
〇
年
に
は
医
学
博
士
の
学
位

を
取
得
、
帰
台
し
、
引
き
続
き
医
師
と
し
て
働

い
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
前
後
の
台
湾
に

お
い
て
、
韓
石
泉
は
空
襲
や
接
収
の
混
乱
を
経

験
、
戦
後
に
は
積
極
的
に
選
挙
に
参
加
し
、
一

九
四
六
年
に
は
第
一
回
台
湾
省
参
議
会
議
員
に

当
選
し
て
い
る
。
一
九
四
七
年
、
戦
後
の
台
湾

で
最
も
深
刻
な
衝
突
事
件
と
な
っ
た
「
二
・
二

八
事
件
」
が
発
生
し
た
際
、
韓
石
泉
は
そ
の
事

件
処
理
委
員
会
台
南
市
分
会
の
主
任
委
員
に
推

挙
さ
れ
、
穏
便
な
処
理
に
努
め
、
台
南
二
・
二

八
事
件
に
関
す
る
重
要
な
証
言
を
残
し
た
。
彼

は
ま
た
地
方
の
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加

し
、
私
立
光
華
女
子
中
学
校
校
長
、
台
南
市
防

疫
委
員
会
副
主
任
委
員
、
台
湾
省
赤
十
字
社
台

南
市
支
会
会
長
等
の
職
務
を
歴
任
し
た
（
以

上
、
洪
郁
如
解
説
を
参
考
）。

　
本
書
は
、
基
本
的
に
は
第
三
版
に
即
し
、
韓

石
泉
の
生
涯
に
基
づ
い
て
、
回
想
録
の
内
容
を

一
九
章
に
分
け
て
い
る
。
第
一
章
か
ら
第
十
章

は
、
日
本
植
民
統
治
期
に
あ
て
ら
れ
、
主
な
内

容
は
家
庭
環
境
、
学
究
、
恋
愛
結
婚
、
医
業
の

状
況
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。
第
十
章
以
降

は
中
華
民
国
統
治
期
に
お
け
る
、
時
代
の
変
化

や
政
治
参
加
経
験
に
つ
い
て
主
に
書
か
れ
、
全

編
を
通
じ
て
家
族
や
恩
師
、
友
人
に
関
す
る
記

述
に
溢
れ
て
い
る
。

　
こ
の
回
想
録
は
、
特
に
複
数
の
観
点
に
つ
い

て
詳
細
に
描
か
れ
、
二
〇
世
紀
台
湾
に
お
け
る

特
異
点
を
知
る
う
え
で
の
重
要
な
手
が
か
り
と

な
る
。
ま
ず
は
、
西
洋
式
医
師
の
養
成
課
程
に

つ
い
て
、
在
学
時
の
雰
囲
気
や
卒
業
後
の
大
病

院
在
職
時
の
職
場
環
境
、
そ
し
て
開
業
後
の
医

業
や
病
気
に
関
連
す
る
種
々
の
出
来
事
と
と
も

に
、
植
民
地
期
に
お
け
る
医
師
が
、
台
湾
人
に

と
っ
て
最
も
好
ま
れ
た
職
業
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
苦
し
み
と
楽
し
み
を
窺
い
知
れ

る
。
つ
ぎ
に
、
韓
石
泉
の
恋
愛
と
結
婚
に
関
す

る
彼
の
回
想
を
見
れ
ば
、
当
時
の
台
湾
に
お
け

る
恋
愛
と
結
婚
を
取
り
巻
く
環
境
と
そ
の
変
化

に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
二
〇

世
紀
以
降
、
他
の
東
ア
ジ
ア
社
会
と
同
じ
く
台

湾
の
人
々
は
工
業
化
、
都
市
化
、
そ
し
て
西
洋

的
観
念
の
影
響
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
人
と
人

と
の
交
友
関
係
は
強
烈
な
変
化
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
こ
の
回
想
録
に
お
い
て
は
、
自
由
恋
愛

に
関
す
る
描
写
、
そ
し
て
伝
統
的
な
結
婚
に
関

連
す
る
儀
式
を
突
破
し
て
、
親
族
や
友
人
一
同

を
前
に
、
参
列
者
と
共
に
結
婚
宣
誓
書
を
読
み

上
げ
て
い
く
場
面
に
つ
い
て
は
特
に
、
洪
郁
如

の
研
究
に
あ
る
よ
う
に
、
新
旧
の
観
念
が
入
り

混
じ
っ
た
二
〇
世
紀
初
期
の
台
湾
を
理
解
す
る

う
え
で
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
。
そ
し
て

さ
ら
に
、
政
治
参
加
の
過
程
に
つ
い
て
で
あ

る
。
韓
石
泉
の
在
学
時
、
そ
し
て
在
職
し
た
時

代
は
、
台
湾
民
族
運
動
が
高
揚
し
た
一
九
二
〇

年
代
で
あ
り
、
そ
の
最
も
重
要
な
運
動
組
織
で

あ
っ
た
台
湾
文
化
協
会
の
リ
ー
ダ
ー
、
蔣
渭
水

も
ま
た
医
学
校
を
卒
業
し
た
医
師
で
あ
り
、
こ

う
し
た
雰
囲
気
の
も
と
で
、
彼
は
政
治
運
動
へ

と
参
画
し
て
い
く
。
一
九
二
三
年
、
台
湾
総
督

府
は
治
安
警
察
法
違
反
を
理
由
に
台
湾
議
会
期

成
同
盟
会
に
関
与
し
た
台
湾
人
エ
リ
ー
ト
を
全

島
一
斉
に
逮
捕
し
た
。
若
き
韓
石
泉
も
ま
た
、

同
盟
会
へ
の
参
加
を
理
由
に
逮
捕
、
投
獄
さ
れ

た
。
回
想
録
で
は
、
逮
捕
、
裁
判
、
そ
し
て
特
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務
と
の
渡
り
合
い
に
つ
い
て
も
い
き
い
き
と
描

か
れ
て
い
る
。
終
戦
後
の
国
民
政
府
の
接
収
、

台
南
市
参
議
会
議
員
選
挙
へ
の
参
加
と
敗
北
、

そ
の
後
の
台
湾
省
参
議
会
議
員
へ
の
当
選
後
の

政
治
的
な
雰
囲
気
、
さ
ら
に
自
身
が
経
験
し
た

台
南
市
二
・
二
八
事
件
の
処
理
過
程
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
も
す
べ
て
後
世
に
残
さ
れ
た
貴
重
な

記
録
で
あ
る
。
今
日
に
お
い
て
、
戦
後
初
期
台

南
の
地
方
政
治
や
台
湾
省
自
治
組
織
の
運
営
状

況
に
つ
い
て
読
み
解
く
う
え
で
、
本
回
想
録
は

重
要
な
参
考
資
料
と
な
る
。

　
洪
郁
如
が
「
解
説
」
の
な
か
で
指
摘
し
て

い
る
よ
う
に
、
本
回
想
録
に
お
い
て
は
、「
医

師
」、「
世
代
」、
そ
し
て
「
政
治
」
が
三
つ
の

重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
本
書
を
理
解
す

る
う
え
で
の
助
け
に
な
る
。
本
文
で
は
、
以
上

の
よ
う
な
見
方
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
以
下
で

は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
前
後
の
歴
史
的
な
間

隙
に
お
い
て
台
湾
人
が
ど
の
よ
う
な
苦
境
や

チ
ャ
ン
ス
に
見
舞
わ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
補
足

的
な
説
明
を
試
み
る
。
ま
た
、
台
湾
政
治
史
上

に
お
い
て
、
地
方
レ
ベ
ル
の
「
省
」
単
位
で
の

自
治
が
置
か
れ
た
特
殊
な
地
位
に
つ
い
て
も
併

せ
て
説
明
と
整
理
を
行
う
。
こ
う
し
た
苦
境
や

チ
ャ
ン
ス
の
大
部
分
は
、
帝
国
日
本
の
崩
壊
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
、
台
湾
に
対
す
る
中
華
民

国
の
位
置
づ
け
と
密
接
に
関
連
し
、
こ
れ
ら
は

共
に
、
今
日
の
台
湾
を
生
み
出
す
う
え
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
。

台
湾
人
か
ら
見
た 

第
二
次
世
界
大
戦
終
戦
前
後
の
意
義

　
日
本
の
読
者
か
ら
す
れ
ば
、
戦
時
期
の
「
疎

開
」
や
大
空
襲
の
イ
メ
ー
ジ
は
馴
染
み
深
い
こ

と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
台
湾
に
関
連
す
る
戦
争

最
末
期
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
台
湾
に
お
い
て

も
日
本
に
お
い
て
も
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
。
日
本
の
植
民
地
と
し
て
米
軍
を
中
心

と
す
る
連
合
軍
の
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
た
と
い
う

事
実
は
、
戦
争
の
一
環
と
は
い
え
連
合
国
の
一

員
と
し
て
の
中
華
民
国
は
、
戦
後
こ
う
し
た
歴

史
を
語
る
こ
と
自
体
厄
介
な
状
況
に
置
か
れ

た
。
こ
の
た
め
、
こ
う
し
た
事
実
に
つ
い
て
、

過
去
の
台
湾
の
教
科
書
に
は
記
載
さ
れ
ず
、
歴

史
研
究
も
豊
富
と
は
言
え
な
い
状
況
に
あ
る
。

近
年
、
台
湾
社
会
に
お
い
て
は
、
歴
史
意
識
が

台
頭
し
は
じ
め
、
大
空
襲
の
歴
史
も
見
直
さ
れ

は
じ
め
た
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
の
公
文
書
が

公
開
さ
れ
、
大
空
襲
に
関
連
し
た
戦
闘
計
画
、

航
空
地
図
、
そ
し
て
写
真
が
次
々
と
発
掘
さ

れ
、
関
連
研
究
は
よ
う
や
く
蓄
積
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
こ
の
回
想
録
は
、
台
湾
人
の
観
点
か
ら
、

戦
時
期
の
支
配
者
と
被
支
配
者
の
緊
張
関
係

と
、
台
湾
人
が
こ
の
戦
争
に
対
し
て
抱
く
多
様

な
立
場
、
そ
し
て
家
族
の
犠
牲
や
空
襲
の
被
害

に
あ
っ
た
診
療
所
の
記
述
を
通
じ
て
、
第
二
次

世
界
大
戦
が
台
湾
人
に
与
え
た
影
響
の
深
さ
を

描
き
出
し
て
い
る
。
こ
の
回
想
録
は
、
植
民
地

と
植
民
地
の
人
々
の
戦
争
体
験
を
生
き
生
き
と

読
者
に
伝
え
て
い
る
。

　
台
湾
人
か
ら
見
れ
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
の

終
結
は
天
地
が
ひ
っ
く
り
返
っ
た
か
の
よ
う
な

影
響
を
も
た
ら
し
た
。
形
式
的
な
国
籍
や
政
治

的
な
権
利
の
み
な
ら
ず
、
キ
ャ
リ
ア
の
維
持
に

も
影
響
が
及
ん
だ
。
本
回
想
録
は
、
大
空
襲
に

よ
っ
て
診
療
所
が
灰
燼
に
帰
し
た
際
、
日
本
人

医
師
が
転
職
を
理
由
に
医
療
機
器
を
韓
石
泉
に

売
り
渡
し
た
こ
と
で
、
医
師
と
し
て
の
生
計
を

よ
う
や
く
維
持
し
得
た
こ
と
に
も
言
及
し
て
い

る
。
こ
れ
は
軽
妙
か
つ
淡
々
と
し
た
記
述
で
あ

り
な
が
ら
も
、
そ
の
実
波
乱
に
富
ん
で
い
る
。

戦
後
、
国
民
政
府
の
規
定
に
よ
り
、
一
九
四
五
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年
八
月
一
五
日
以
降
、
す
べ
て
の
日
本
人
資

産
（
公
有
・
私
有
を
問
わ
ず
）
は
ひ
と
し
く
敵

産
と
し
て
個
人
で
の
売
買
や
譲
渡
が
禁
じ
ら
れ

た
。
回
想
録
に
記
載
さ
れ
た
売
買
は
終
戦
以
前

の
出
来
事
で
あ
り
、
影
響
は
受
け
な
か
っ
た
。

日
本
人
資
産
の
移
転
は
当
時
、
特
に
敏
感
な
問

題
で
あ
り
、
国
民
政
府
の
植
民
地
期
の
公
有
・

私
有
財
産
の
接
収
政
策
に
つ
い
て
は
、
早
期
か

ら
多
く
の
研
究
が
接
収
過
程
で
少
な
く
な
い
不

正
が
行
わ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
一
般
民
衆
の
レ
ベ
ル
か
ら
み
て
言
え
る

の
は
、
八
月
一
五
日
の
終
戦
か
ら
一
〇
月
二
五

日
の
国
民
政
府
の
台
湾
接
収
ま
で
の
過
渡
期

に
、
台
湾
人
と
日
本
人
間
で
の
資
産
の
売
買

は
、
わ
ず
か
に
日
付
が
違
う
と
い
う
だ
け
で
、

最
も
基
本
的
な
私
有
財
産
の
移
転
は
合
法
か
ら

違
法
へ
と
変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
と
き
の
台
湾
の
人
々
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
公
的

機
関
の
協
力
や
声
明
も
な
か
っ
た
。
か
つ
て
の

植
民
統
治
者
は
、
敗
戦
に
よ
っ
て
相
談
者
と
し

て
の
立
場
を
喪
失
し
た
こ
と
を
自
覚
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
当
時
の
台
湾
に
は
、
台
湾
人
民
を

代
表
す
る
い
か
な
る
民
意
機
関
や
行
政
組
織
も

存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
つ
ま
り
、
植
民
地
か
ら
独
立
を
成
し
遂
げ
た

他
の
国
と
は
違
い
、
植
民
統
治
の
終
結
後
、
台

湾
人
と
旧
植
民
統
治
者
の
関
係
は
、
決
し
て
台

湾
人
が
自
ら
決
定
、
協
議
、
そ
し
て
処
理
を
し

た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
代
行
さ

れ
た
脱
植
民
地
化
」
が
生
ん
だ
様
々
な
問
題

は
、
こ
の
回
想
録
の
中
で
彼
個
人
と
家
族
の
運

命
と
い
う
形
で
ク
リ
ア
に
現
れ
て
い
る
。

台
湾
人
が
議
論
し
た
台
湾
の
公
共
政
策 

─
─「
省
参
議
会
」の
意
義
と
制
限
、限
界

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
戦
後
の
復
旧
活
動
が
多

忙
を
極
め
る
中
、
台
湾
の
各
レ
ベ
ル
の
エ
リ
ー

ト
は
積
極
的
に
政
治
活
動
に
参
画
し
た
。
韓
石

泉
本
人
も
ま
た
、
診
療
所
が
空
襲
に
よ
り
破
壊

さ
れ
、
個
人
の
経
済
的
状
況
が
完
全
に
は
復
旧

し
な
い
状
況
で
は
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
選
挙
に
参

加
し
た
。
こ
の
回
想
録
は
、
詳
細
な
政
治
活
動

の
記
録
で
あ
り
、
戦
後
初
期
の
台
湾
の
雰
囲
気

を
鮮
明
に
表
現
し
、
読
者
に
こ
の
「
省
」
レ
ベ

ル
の
民
意
代
表
機
関
の
意
義
と
直
面
し
た
限
界

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
九
四
六
年
四
月
、
第
一
期
台
湾
省
参
議
会

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
挙
は
間
接
選

挙
で
、
す
で
に
同
年
の
二
月
、
三
月
に
は
各
県

市
参
議
会
議
員
が
選
ば
れ
て
お
り
、
そ
の
県
市

参
議
会
が
各
地
の
省
参
議
員
を
選
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
韓
石
泉
の
回
顧
録
に
よ
れ

ば
、
韓
は
先
に
県
市
参
議
会
議
員
選
挙
に
立
候

補
、
落
選
後
、
台
南
市
参
議
会
に
よ
っ
て
省
参

議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
省
参
議
会
は
、
初
め
て
の
「
省
」
レ
ベ
ル
の

民
意
機
関
で
あ
る
（
次
頁
表
１
参
照
）。

　
台
湾
省
参
議
会
議
員
は
間
接
選
挙
で
選
出
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
台
湾
人
が
政
治
的

権
利
を
持
っ
た
の
は
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
こ
の
省
参
議
会
は
、
政
府
に
よ
っ
て

任
命
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
で
は
な
く
議
員
全
員
が

台
湾
人
か
ら
選
ば
れ
、
台
湾
全
体
の
民
意
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
権
利

は
、
日
本
統
治
時
代
に
は
享
受
し
得
な
か
っ
た

権
利
で
あ
っ
た
。
一
九
四
六
年
当
時
、
政
治
に

参
加
し
、
公
共
政
策
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た

台
湾
人
は
、
台
湾
省
参
議
会
に
つ
い
て
み
れ

ば
、
お
の
ず
と
日
本
統
治
時
代
に
十
数
年
あ
ま

り
も
争
っ
て
い
た
「
台
湾
議
会
」
を
思
い
浮
か

べ
た
だ
ろ
う
。
民
主
主
義
を
長
年
に
わ
た
っ
て

学
び
、
想
像
し
、
争
い
、
日
本
植
民
政
府
の
抑



表１　戦後初期台湾で行われた選挙の選出方法

選挙のレベル 選挙時期 選出方法
A 村里長、区郷鎮代表、県轄市市民代表 1946年２・３月 直接選挙
B 県市参議会議員 1946年３・４月 Ａ及び職業団体による
C 省参議会議員 1946年４月15日 Ｂによる
D 国民参政員 1946年８月16日 Ｃによる
E 憲法を制定する国民大会代表 1946年10月31日 Ｃ及び職業団体による
F 区長副区長、郷鎮長副郷鎮長 1946年11・12月 Ａによる
G 第一期国民大会代表 1947年11月21‒23日 直接選挙及び職業団体
H 第一期監察委員 1947年12月 Ｃによる
I 第一期立法委員 1948年１月21‒23日 直接選挙
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圧
も
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
よ
う
や
く
台
湾
人

は
自
分
た
ち
の
「
議
会
」
を
獲
得
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、「
台
湾
人
が
台
湾
の
こ
と
を
議
論
す

る
」
と
い
う
悲
願
を
達
成
し
た
と
い
う
考
え
を

持
っ
た
人
は
少
な
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
旧
台

湾
教
育
会
館
で
起
立
し
て
発
言
し
た
省
参
議
会

議
員
は
、
歴
史
の
舞
台
で
活
躍
し
て
い
る
と
い

う
自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
台

湾
の
歴
史
を
意
識
し
、
未
来
に
自
信
を
持
つ
と

い
う
想
い
は
、
終
戦
直
後
、
あ
る
い
は
二
・
二

八
事
件
前
の
台
湾
に
お
い
て
特
別
な
雰
囲
気
を

ま
と
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

　
も
う
一
つ
、
戦
後
台
湾
に
お
け
る
特
徴
は
、

比
較
的
自
由
な
言
論
空
間
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
終
戦
直
後
の
台
湾
で
は
、
雑
誌
と

新
聞
の
新
た
な
発
行
が
爆
発
的
に
増
加
し
、
多

様
な
立
場
の
政
治
論
説
が
あ
ふ
れ
、
世
論
も
省

参
議
会
の
言
動
に
注
目
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

回
顧
録
に
よ
れ
ば
、
報
道
関
係
者
は
自
ら
の
立

場
と
近
い
省
参
議
会
議
員
を
支
持
し
、
立
場
が

異
な
る
省
参
議
会
議
員
を
批
判
す
る
こ
と
も

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
当
時
の
台
湾
人
は
省
参
議

会
に
関
連
す
る
ニ
ュ
ー
ス
に
注
目
し
、
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
が
社
会
と
省
参
議
会
と
の
橋
渡
し
に

な
っ
て
、
両
者
の
距
離
を
近
づ
け
た
の
で
あ

る
。
二
・
二
八
事
件
以
降
の
戒
厳
状
態
に
あ
る

台
湾
人
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
時
代
の
言
論
空
間

は
想
像
で
き
な
い
ほ
ど
自
由
な
状
況
で
あ
っ

た
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
に
つ
い
て
、
民
主
主
義

と
自
由
権
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
一
九
四
六

年
に
成
立
し
た
省
参
議
会
の
「
政
治
的
実
験
」

は
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
東
ア
ジ
ア

の
近
代
化
と
民
主
化
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ

ば
、
脱
植
民
地
化
し
た
ば
か
り
の
台
湾
と
憲
法

の
施
行
を
準
備
し
て
い
た
中
華
民
国
、
そ
し
て

帝
国
主
義
時
代
が
終
わ
っ
た
ば
か
り
の
日
本
に

と
っ
て
、
省
参
議
会
の
民
主
主
義
の
模
索
と
以

後
の
歴
史
の
流
れ
に
は
、
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
戦
後
の
「
台
湾
議
会
」
に

は
制
限
が
あ
っ
た
。
簡
単
に
言
え
ば
、
省
参
議

会
議
員
の
選
出
方
法
と
政
府
か
ら
の
干
渉
、
そ

し
て
省
参
議
会
議
員
の
職
権
を
見
れ
ば
、
行
政

機
関
を
監
督
す
る
「
議
会
」
と
は
と
て
も
言
え

な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
省

参
議
会
議
員
は
各
県
市
参
議
会
に
よ
り
選
出
さ

れ
た
が
、
実
際
に
は
県
市
参
議
会
議
員
も
間
接
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選
挙
に
よ
る
選
出
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
省
参

議
会
は
台
湾
人
を
代
表
す
る
と
い
う
正
当
性
に

も
制
限
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
政
府
か
ら
の
干
渉

に
よ
り
、
省
参
議
会
議
員
の
任
期
と
定
員
数
、

立
候
補
の
資
格
な
ど
は
全
て
変
更
さ
れ
た
。

　
省
参
議
会
の
職
権
を
み
る
と
、
省
参
議
会
は

台
湾
省
長
官
公
署
に
対
す
る
決
議
提
案
権
し
か

持
っ
て
お
ら
ず
、
長
官
公
署
は
議
会
か
ら
出
さ

れ
る
決
議
案
を
受
け
入
れ
、
執
行
す
る
義
務
は

持
た
な
か
っ
た
。
ま
た
省
参
議
会
は
基
本
的
な

予
算
審
査
権
を
持
っ
て
い
る
の
み
で
、
長
官
公

署
官
吏
の
任
命
同
意
権
す
ら
持
っ
て
い
な
か
っ

た
。
二
二
八
事
件
処
理
委
員
会
の
政
治
的
要
求

は
、
省
の
自
治
法
の
制
定
、
県
市
長
直
接
選
挙

の
実
施
、
省
政
府
の
処
長
任
免
に
つ
い
て
は
省

参
議
会
の
同
意
を
必
要
と
す
る
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
要
求
か
ら
は
、
当
時
の

台
湾
人
が
、
台
湾
の
「
地
方
自
治
」
に
お
け
る

民
主
主
義
が
未
成
熟
で
あ
る
こ
と
を
熟
知
し
て

い
な
が
ら
、
省
参
議
会
の
政
治
的
な
権
力
を
強

化
し
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
こ
と
が
見
て

と
れ
る
。

　
以
上
を
総
括
す
れ
ば
、
省
参
議
会
に
は
多
く

の
制
限
が
あ
り
な
が
ら
も
、
台
湾
人
が
こ
の

チ
ャ
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
つ
か
み
、
こ
れ
を
出

発
点
と
し
て
民
主
主
義
を
実
現
し
て
い
こ
う
と

試
み
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
戦
後
初

期
、
台
湾
社
会
に
は
エ
リ
ー
ト
と
中
産
階
級
が

政
治
に
情
熱
を
傾
け
、
台
湾
を
建
設
せ
ん
と
す

る
特
別
な
雰
囲
気
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
雰
囲

気
の
中
で
、
当
時
の
人
々
は
み
な
選
挙
活
動
に

参
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

予
想
外
の
発
展 

─
─
省
参
議
会
の
後
世
へ
の
影
響

㈠
　
中
華
民
国
に
対
し
て

　
一
九
四
六
年
、
台
湾
で
行
わ
れ
た
選
挙
は
、

国
民
政
府
の
訓
政
時
期
の
法
律
に
よ
り
、
中
華

民
国
の
他
省
と
同
様
の
も
の
で
あ
っ
た
。
台
湾

接
収
後
初
の
統
治
機
構
で
あ
っ
た
長
官
公
署

は
、
台
湾
に
対
し
て
他
省
と
は
異
な
る
「
特
殊

化
」
政
策
を
採
用
し
、
強
大
な
権
力
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
特
殊

化
」
政
策
の
下
、
国
民
政
府
は
台
湾
を
「
内
地

化
」
し
、
台
湾
を
中
華
民
国
の
一
省
と
す
る
こ

と
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
長
官

公
署
以
外
の
制
度
は
可
能
な
限
り
他
省
と
同
様

の
も
の
を
採
用
し
た
。
ま
た
、
台
湾
で
民
主
主

義
を
実
施
し
、
日
本
統
治
時
代
と
比
較
し
て
台

湾
人
を
厚
遇
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、

国
民
政
府
は
、
行
政
監
督
権
を
付
与
し
な
い
地

方
議
会
の
選
挙
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
こ
う

し
た
思
考
は
終
戦
直
後
の
み
な
ら
ず
、
一
九
九

二
年
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
方
、「
台
湾
人
に
地
方
自
治
の
権
利
を
提

供
す
る
」
と
い
う
政
治
宣
伝
の
下
、
国
民
政
府

は
し
ば
し
ば
台
湾
を
「
特
殊
化
」
し
、
他
省
が

有
し
て
い
な
い
政
治
的
権
利
の
付
与
を
承
認
す

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
回
想
録
に
あ
っ
た
興
味
深

い
場
面
を
紹
介
し
よ
う
。

　
二
・
二
八
事
件
の
う
ね
り
に
遭
遇
す
る
な
か

で
、
行
政
長
官
・
陳
儀
は
各
県
市
長
を
民
選
に

よ
っ
て
選
出
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
こ
の
た

め
、
台
南
市
各
界
の
代
表
が
集
ま
り
、
新
し
い

台
南
市
長
を
選
出
し
、
韓
石
泉
は
二
六
票
を
獲

得
、
当
選
し
た
。

　
　
　
こ
の
候
補
者
選
出
の
投
票
前
夜
、
出
馬

意
欲
の
あ
る
人
士
た
ち
は
、
市
長
の
座
を

夢
見
て
激
し
い
選
挙
活
動
を
展
開
し
た
。

思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
、
候
補
者

選
出
が
終
了
し
た
直
後
の
翌
日
（
十
日
）、

陳
儀
長
官
は
台
湾
全
省
に
戒
厳
令
を
敷
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き
、
二
二
八
事
件
処
理
委
員
会
に
対
し
解

散
を
命
じ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
市
長
選

挙
が
水
泡
に
帰
し
た
こ
と
を
知
っ
た
。

（
一
五
一

－

一
五
二
頁
）

　
と
こ
ろ
が
、
事
件
後
台
湾
に
渡
航
し
た
国

防
部
長
も
県
市
長
の
民
選
を
布
告
し
た
。
そ

の
後
、
韓
石
泉
は
あ
き
ら
め
ず
省
主
席
・
魏

道
明
に
県
市
長
選
挙
の
実
施
時
期
に
つ
い
て
質

問
し
た
が
、
魏
道
明
は
、
陳
前
長
官
に
民
選
の

決
定
権
が
あ
っ
た
こ
と
を
疑
問
視
す
る
返
事
を

し
た
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
当
時
の
法
律
に
よ
れ

ば
、
中
華
民
国
の
全
省
に
お
い
て
は
、
県
市
長

を
民
選
に
よ
っ
て
選
出
す
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
以
上
の
ケ
ー
ス
か
ら
、
二
・
二
八
事

件
発
生
時
、
陳
儀
が
台
湾
人
を
欺
い
た
と
い
う

事
実
と
、
中
華
民
国
政
府
は
政
治
情
勢
に
よ
っ

て
「
特
殊
化
」
と
「
一
般
化
」
と
い
う
両
面
の

政
策
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

㈡
　
台
湾
に
対
し
て

　
省
参
議
会
を
は
じ
め
、
後
の
台
湾
臨
時
省

議
会
と
台
湾
省
議
会
は
、「
反
乱
鎮
定
動
員
体

制
」
つ
ま
り
反
共
戦
時
体
制
下
に
お
い
て
、
一

九
九
二
年
ま
で
台
湾
全
域
を
代
表
し
、
定
期
的

に
全
面
改
選
す
る
唯
一
の
民
意
代
表
機
関
で

あ
っ
た
。
こ
の
機
関
は
、
台
湾
の
政
治
に
対
し

て
以
下
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　
第
一
に
、「
台
湾
大
」
と
い
う
政
治
共
同
体

を
徐
々
に
生
じ
さ
せ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。

「
台
湾
省
」
と
い
う
名
の
も
と
で
、
地
方
選
挙

が
行
わ
れ
た
が
、
当
時
の
台
湾
と
中
華
民
国
は

統
治
範
囲
が
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
た
め
に
、
若

林
正
丈
の
指
摘
す
る
「
中
華
民
国
台
湾
化
」
の

基
礎
と
な
っ
〉
1
〈

た
。

　
第
二
は
、「
台
湾
大
」
の
政
治
共
同
体
が
出

現
し
た
か
ら
こ
そ
、
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

も
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
も
重
要
な
の

は
、
こ
の
「
台
湾
大
」
の
政
治
的
空
間
は
、
政

府
が
憲
法
を
施
行
し
、「
地
方
自
治
」
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
を
内
外
に
証
明
す
る
た
め
の
場

で
あ
っ
た
た
め
、
議
会
に
お
け
る
発
言
と
選
挙

運
動
は
、
憲
法
規
定
上
あ
る
程
度
容
認
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
数
多
く
の
制
限
は
あ
り
つ
つ
も
、

こ
の
政
治
的
空
間
は
、
体
制
下
で
国
民
党
政
府

に
挑
戦
し
、
野
党
を
結
集
し
、
本
省
人
及
び
外

省
人
政
治
エ
リ
ー
ト
が
協
力
す
る
土
台
と
も

な
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
中
期
以
降
、
外
省
人

の
雷
震
（
元
国
民
党
の
政
治
家
）
と
本
省
人
の

李
万
居
（
省
参
議
会
副
議
長
、
省
議
員
）、
郭

国
基
（
省
参
議
員
、
省
議
員
）
が
接
近
し
た
理

由
は
、
省
議
会
議
員
選
挙
を
含
む
地
方
選
挙
の

問
題
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
雷
震
な
ど
の
新
党

結
成
運
動
が
失
敗
し
て
か
ら
一
九
七
〇
年
代

の
「
党
外
運
動
」
ま
で
、
省
議
会
は
、
国
民
党

以
外
の
意
見
を
補
完
す
る
重
要
な
政
治
空
間
で

あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
以
上
の
三
点
を
ま
と
め
る
と
、
一
九
四
九

年
以
降
、
中
華
民
国
体
制
下
で
、
台
湾
と
い

う
「
地
方
」
が
ほ
ぼ
「
中
央
」
と
同
様
の
存
在

に
ま
で
成
長
し
、「
台
湾
」
は
次
第
に
政
治
的

空
間
を
構
築
し
、
省
レ
ベ
ル
の
議
会
で
あ
っ
て

も
、
政
治
的
権
利
を
要
求
、
行
政
権
を
監
督
す

る
民
意
代
表
機
関
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
発
展
は
、
政
府
側
が
想
像
し
た
以
上
の

結
果
を
残
し
た
。
台
湾
の
民
主
化
は
、
こ
う
し

た
、「
予
想
外
の
空
間
」
で
発
展
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
歴
史
的
発
展
の
出
発
点
と
な
っ
た

の
は
、
ま
さ
に
韓
石
泉
が
参
加
し
た
省
参
議
会

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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結
　
論

　
歴
史
研
究
者
に
と
っ
て
、
回
想
録
は
魅
力
的

で
あ
り
な
が
ら
も
、
解
読
を
す
る
上
で
は
ま
た

多
く
の
困
難
を
伴
っ
て
い
る
。
回
想
録
は
、
形

式
と
い
う
面
か
ら
見
れ
ば
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
物

語
の
集
合
体
の
よ
う
で
も
あ
り
、
物
語
の
選

択
、
前
後
関
係
の
解
釈
、
そ
し
て
時
事
的
な
出

来
事
や
人
物
に
対
す
る
評
価
は
、
回
想
者
の
主

観
的
な
意
見
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
主

観
性
に
よ
っ
て
、
こ
の
回
想
録
が
書
き
留
め
て

い
る
事
象
は
、
か
な
ら
ず
し
も
す
べ
て
が
正
確

と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
回
想

録
は
筆
者
が
社
会
の
人
々
に
明
ら
か
に
し
た

い
、
重
要
な
人
生
の
物
語
を
提
示
し
え
、
回
想

録
が
持
つ
個
性
は
、
歴
史
を
単
な
る
公
的
な
宣

伝
、
あ
る
い
は
白
黒
が
は
っ
き
り
と
し
た
存
在

か
ら
開
放
し
、
多
面
的
、
多
元
的
な
容
貌
を
見

せ
る
も
の
へ
と
昇
華
す
る
。
回
想
録
は
当
時
の

時
代
的
、
空
間
的
な
条
件
を
反
映
す
る
と
と
も

に
、
筆
者
が
公
開
し
た
い
、
公
開
し
う
る
出
来

事
と
表
現
形
式
を
決
定
す
る
。
読
者
が
い
か
に

回
想
録
を
読
み
解
く
か
も
、
回
想
録
の
筆
者
と

同
じ
く
、
置
か
れ
た
場
所
と
時
間
、
そ
し
て
文

化
的
な
背
景
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
の
回
想
録

の
長
き
に
わ
た
る
、
幾
度
も
重
ね
た
出
版
の
歴

史
そ
の
も
の
が
、
韓
石
泉
と
そ
の
家
族
が
何
か

を
伝
え
た
い
、
伝
え
よ
う
と
す
る
熱
意
が
い
か

な
る
も
の
か
を
よ
く
表
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
拙
稿
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
後
に
お
け

る
台
湾
人
の
状
況
と
、
戦
後
台
湾
人
の
政
治
参

与
空
間
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
植
民
統
治
の

影
響
を
補
足
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
台
湾
に

至
る
ま
で
の
道
の
り
を
読
み
解
く
も
の
で
あ

る
。
で
は
、
現
代
の
日
本
の
読
者
は
、
ま
た
ど

の
よ
う
な
観
点
か
ら
こ
の
回
想
録
を
読
み
解
く

だ
ろ
う
か
？
　
改
め
て
読
者
に
問
い
か
け
る
こ

と
で
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。
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